
2010年度問題演習③ 

 

刑事施設の被収容者の人権に関する次の各記述について、最高裁判所の判例の趣旨に照

らして、正しいものには○、誤っているものには×を付しなさい。 

 

問1 刑事施設及びその管理態勢に関する現状を前提とした場合、火災が発生する危険性、

火災発生時に被収容者が逃走するおそれ、喫煙中の通謀により罪証隠滅がされるお

それなどを考慮すると、未決拘禁者について喫煙の自由を一般に認めないのはやむ

を得ない措置というべきである。 

 

問2 未決拘禁者が刑事施設内で特定の新聞を私費により定期購読することを同施設の長

が制限する場合、その態様の合憲性については、当該具体的な事情の下で、より制

限的でない他の選び得る手段があるかどうかという基準によって判断されるべきで

ある。 

 

問3 受刑者が国会議員あての請願書の内容を記した手紙を新聞社に送付しようとする場

合、刑事施設の長がこれを制限し得るのは、具体的事情の下でそれを許可すること

が施設内の規律及び秩序の維持等の点において放置できない程度の障害が生ずる相

当のがい然性があるときに限られる。 
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